
（別紙３）

～ 令和7年5月31日

（対象者数） 15 （回答者数）
11

～ 令和7年5月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在も取り組んでいますが、買い物支援などを通じて、金銭

的価値の理解などを深めていけたらと思っています。また、

いろいろな社会資源を利用することで、地域への理解なども

深めていけたらと思っています。

2

自分の意見が通らなかったり、意見がぶつかるときもあり

ます。その時感情を表出することが苦手のお子様もいらっ

しゃいます。その際は気持ちをどのように表出したらよい

か、職員が代弁しながら対応の充実ができたらと思います。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

天気が良いときは、体を動かす機会を持てるように公園など

の社会資源を利用していきたいと思っております。また、狭

さに対しては、本質的な解決になっていませんので、転居な

ども視野に入れて検討いたします。

2

日頃からのかかわりを大切にしながら、関係を深めていき

ながら、連携できることを検討していきます。

3

５領域を職員で再度勉強し、意識して活動設定ができるよう

に、活動計画などを計画していきます。

○事業所名 放課後等デイサービス　えがお

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年6月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

領域というカテゴリーを意識したうえで、個人の課題を意識

しながらの、活動設定が弱い

個人のノーズに合わせた活動設定ができるように、５領域を

意識した活動内容の見直しを検討していく

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所での活動スペースの狭さについて 事業所の利用されるお子さんが増えてきたことにより、天

候が悪いときなど特に狭さを言所感じています。天気が良い

ときなどは、出来るだけ体を動かす機会を設けたいとは思っ

ておりますが、すいません。

地域との連携が弱い 地域の子供会などとのやり取りがあまりないことから何か行

えることなどを考えていきたい。

体験をすることで学んだりすることを重視しています。 おやつつくりなどを通して、いろいろな経験や学びを重視

しています。また、いろいろな経験をすることで自信をつけ

ていけるような支援を目標にしています

子ども同士で話し合いをし、いろいろなことが決められるよ

うな支援を心がけています。

色々な年代のお子様が利用されている中で、自分の意見だけ

ではなく、他者の意見とどう折り合いをつけていくか、どう

伝えていくかを考える機会を多く持てるように支援していま

す。

事業所における自己評価総括表公表


